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バイデン 中道派 24.9% 142人 34.5% 111人

サンダース 左派 33.6% 202人 30.0% 93人

ブルームバーグ 中道派 14.3% 45人 14.4% 19人

ウォーレン 左派 12.0% 26人 11.4% 5人

候補者名
政策
ｽﾀｲﾙ

カリフォルニア州結果 テキサス州結果

～市場はバイデン氏躍進を好感～
 ビジネス面でマイナスの影響が少ない穏健な政策を
掲げるバイデン氏の躍進を好感し、米国株は大幅に
上昇しました。それでも市場の最大の関心事は、新
型コロナウイルス感染拡大による景気減速懸念であ
ると思われます。堅調な米国株を支えてきた良好な
米経済成長がトランプ大統領の実績として再選を後
押しすると見られる中で、感染拡大が実体経済にマ
イナスの影響を及ぼせば、再選に疑問符が付くこと
も想定されます。今後大幅な景気減速を示すような
経済指標等が公表されれば、トランプ再選シナリオ
の不透明化や景気減速懸念を織り込み、市場は更に
不安定な展開となることが想定されます。

出所）図表1、図表2は各種報道資料等をもとにニッセイアセッ
トマネジメントが作成
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バイデン氏躍進 大票田テキサス州を含む10州で勝利
 有力州を含む14州で米民主党予備選が行われたスーパーチューズデーでは、バイデン氏が10州で勝利を
収め、代議員累計獲得数でトップに立った。

 予備選はサンダース氏、バイデン氏の一騎打ちの様相。早期の絞り込みで党の結束を高められるか。
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図表2：主な候補者の代議員累計獲得数(暫定結果)

図表1：主な州の予備選暫定結果
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～バイデン氏 代議員累積獲得数を伸ばす～
 3日に全米14州(準州や海外居住者投票を除く)で
行われた予備選いわゆるスーパーチューズデーで
は、2月29日のサウスカロライナ州予備選で、黒
人有権者などから多くの支持を集め圧勝したバイ
デン前副大統領が14州中10州(暫定結果)で勝利
しました。スーパーチューズデーを前に中道派ブ
ティジェッジ氏とクロブチャー氏が選挙戦から撤
退し、バイデン氏への支持を表明しました。中道
派はバイデン氏を中心にまとまり始めており、
「左派：サンダース」対「中道派：バイデン」の
構図が出来上がりつつあると思われます。

 今回から予備選に参加した前ニューヨーク市長の
ブルームバーグ氏は、潤沢な政治資金を利用した
選挙運動で注目を集めていましたが振るわず、撤
退しバイデン氏支持を表明しました。

～バイデン氏代議員累計獲得数でトップに～
 最大の注目点とされる大票田のカリフォルニア州、
テキサス州には多数の代議員が割り当てられてお
り、カリフォルニア州でサンダース氏が、テキサ
ス州ではバイデン氏が勝利しました。10州でバ
イデン氏が勝利したことで、代議員累計獲得数で
同氏がトップに立ちました。スーパーチューズ
デーの結果を受けて実質的に民主党の大統領選候
補者はサンダース氏とバイデン氏に絞られたとみ
る向きが多くなっています。

～早期の一本化進むか～
 一騎打ちの様相を呈する中、次に注目される予備
選は与野党の支持率が拮抗し、大統領本選でも激
戦が予想され、予備選においても常に注目される
オハイオ州など4州での予備選(17日)であり、全
体の約6割の代議員が決定します。当予備選を経
て大勢が決し、早期に大統領候補者が一本化でき
れば、政策調整など党の結束を高める期間を得ら
れますが、7月党大会まで候補者選びがもつれた
場合には、2016年大統領選のように候補者陣営
の間に政策面などで軋轢が生まれ、秋の本選に向
け不安を残すことが想定されます。

金融市場NOW ～2020年米大統領選③～
オーストラリア経済とリート市場の動向について

スーパーチューズデーで候補者2名に絞り込みか

※代議員の獲得数が多い候補者が大統領選民主党候補者に指名される。
代議員累計獲得数は日本時間3/5 8:00時点での暫定結果による
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